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NuBIBフ側3年(平成5年） 「⑥市民憲章。

12.五6
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
縦牝魑ほ淵菌義散化都市をめさ麺呈堂塵瞳

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま説
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

』

「

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858s0471(85)､1111

』

一 一一

▼
日
時
平
成
６
年
１
月
魍
日

（
且
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止

受
付
．
：
午
前
８
時
釦
分
か
ら
９

時
ｎ
分
、
開
会
式
・
・
・
午
前
９
時

別
分
、
閉
会
式
．
：
午
前
ｎ
時
印

1.''

|参ｶﾛ窯集’

年末年始のご案内6

新
書
マ
ラ
ソ
ゴ
大
会

し
込
み
は
来
年
１
月
６
日
（
木
）
ま
で

年
末
は
狸
月
詔
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
４
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。

市
民
課
へ
の
届
け
出
（
婚
姻
届
、

出
生
届
、
死
亡
届
）
な
ど
は
、
廻

月
調
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
間

分▼
受
付
場
所
湖
北
台
中
学
校

▼
種
目
。
ス
タ
ー
ト
時
間
（
下
表

参
照
）

▼
出
場
制
限
１
人
１
種
目
ラ

ァ
ミ
リ
ー
の
部
を
除
く
）

▼
出
場
賓
格
＊
完
走
で
き
る
能

力
を
有
す
る
人
二
般
の
部
は
、

、
を
１
時
間
以
内
に
完
走
で
き
る

人
）
＊
事
前
に
医
師
の
健
康
診

断
を
受
け
、
異
常
の
な
い
人
＊

小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
保
謹
者

の
同
意
書
を
提
出
＊
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
部
は
親
１
人
と
子
供
（
小
学

校
１
か
ら
４
年
生
）
１
人
で
１
組

▼
参
加
蜜
一
般
・
壮
年
５
０
０

市
役
所

年
末
年
始
の
業
務
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
な
に
か
と
慌
た

だ
し
い
枢
月
、
市
役
所
の
窓
口
も
中
旬
を
過
ぎ
る
と
大
変
混

み
合
い
ま
す
。
必
要
奮
類
の
申
請
や
各
種
届
け
出
な
ど
の
手

続
き
は
早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
市
役
所

は
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
各
施
設
の
電
話
番
号
は
、
４
面
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

手
続
き
な
ど
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

市
役
所
本
館
地
階
の
守
衛
室
で
取

り
扱
い
ま
す
。

な
お
、
東
葛
中
部
地
区
総
合
開

発
事
務
組
合
火
葬
場
「
み
た
ま
苑
」

壷
（
皿
）
６
６
４
９
蛙
１
月
１
日

か
ら
３
日
ま
で
お
休
み
で
す
。

◎
あ
び
二
市
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

「
声
の
便
利
帳
』
垂
（
顕
）
５
０
０

０

市
役
所
へ
の
届
け
出
や
手
続
き

の
方
法
な
ど
を
型
時
間
い
つ
で
も

円
、
小
・
中
学
生
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
（
１
組
）
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
し

▼新春マラソン大会種目
スタート

時岡(午前）

10:00

10：10

9:50

10:40

10:55

No. 種目距礁 ( k m )

15年生男子の部1．5

26年生男子 の 部 1 ． 5

3ファミリー の 部 1 ． 5

4中学生男子（1年）の部3.0

5中学生男子の 部 3 . 0

6一般(高校生含む)男子の部10.0

7一般(高校生含む)男子の部5．0

8壮年（40歳以上）男子の部5.0

95年生女子の部1．5

106年生女子の部1.5

11中学生女子の部3．0

12一般(商佼生含む)女子の部10.0

13一般(高校生含む)女子の部5．0

14壮年（40歳以上）女子の部5.0

〆 ~ 、

lOr50

’
電
話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
音
声

情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
で
す
。

込
み
用
紙
（
教
育
委
員
会
体
育

課
、
市
民
体
育
館
、
各
支
所
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

平
成
６
年
１
月
６
日
（
木
・
必

着
）
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て

教
育
委
員
会
体
育
課
、
市
民
体

育
館
、
各
支
所
へ

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

体
育
課
壷
（
唖
１
１
５
１

◎
市
民
図
書
館

本
館
、
分
館
と
も
年
末
は
哩
月

妬
日
ま
で
。
年
始
は
１
月
６
日
か

ら
で
そ
よ
か
ぜ
号
は
広
報
元
旦
号

（
２
）
面
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
休
館
中
は
本
お
よ
び

Ｃ
Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
鳥
の
博
物
館

年
末
は
哩
月
妬
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
体
育
館

市
の
施
設

10：30

10：40

10:50

◎
日
曜
。
休
日
当
番
医

年
末
、
年
始
の
日
醗
・
休
日
当

番
医
は
、
右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
費

◎
夜
間
病
院
当
番

年
末
、
年
始
の
夜
間
病
院
当
番

医
は
、
右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
診
療
時
間
午
後
５
時
か
ら
翌

朝
午
前
９
時
ま
で

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
費

◎
休
日
救
急
歯
科
診
療
所

▼
期
間
哩
月
調
日
か
ら
１
月
４

日
ま
で

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
ｎ

時
鋤
分
ま
で

▼
場
所
市
民
会
館
２
階

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
費

▼
問
い
合
わ
せ
休
日
救
急
歯
科

診
療
所
霊
（
錘
）
１
３
１
１

年
末
は
狸
月
妬
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
中
央
公
民
館
・
湖
北
地
区
公
民

館
年
末
は
狸
月
妬
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
７
日
か
ら
で
す
。

◎
つ
つ
じ
荘
・
西
部
福
祉
セ
ン
タ

年
末
は
哩
月
妬
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
４
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
会
館

年
末
は
哩
月
溺
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
市
民
セ
ン
タ

ー
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）

年
末
は
廻
月
犯
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
６
日
か
ら
で
す
。

平
成
６
年
の
ゴ
ミ
「
収
集
日
程

表
」
は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配

布
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
方
は
、
市
役
所
本
館
市
民
ホ

ー
ル
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
に

あ
り
ま
す
の
で
言
必
ず
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

家
庭
ゴ
ミ
の
年
末
・
年
始
特
別

収
集
日
程
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
ゴ
ミ
を
捨
て
る
際
は
、
ゴ
ミ

袋
の
中
が
確
認
で
き
る
袋
に
名
前

を
書
き
、
決
め
ら
れ
た
日
に
決
め

ら
れ
た
場
所
へ
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
、
資
源
化

に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１
５

※
同
診
療
所
へ
の
電
話
は
、
診
療

時
間
内
に
限
り
ま
す
。

患眉ゴミ②亀頭④
翠翁繕別収畠圓逼

ゴ
ミ
の
収
集

、 宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
外
側
か
ら
蛇
口
ま
で
の
間
の
給

水
装
置
は
、
所
有
者
が
維
持
管
理

す
る
範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

哩
月
調
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

の
間
に
、
漏
水
が
発
生
し
た
場
合

は
、
施
工
し
た
指
定
水
道
エ
事
店

へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
施
工
工
事
店
が
わ
か
ら

な
い
場
合
や
急
を
要
す
る
と
き
に

は
、
（
株
）
我
孫
子
水
道
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
垂
（
皿
）
５
９
９
５
へ
連
絡
し

▼日曜・休日・夜間病院当番医

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

|月日｜病院名｜診療科目｜径所･電詰水
道
の
漏
水

□仁 つくし野131-1
(84)2211

我孫子
つくし野病院

12.29

(水）
内科･外科

0 0

アビコ外科整
形外科病院

外科
盤形外科

我孫子264
(84)7321

12.30

(木）

’
’

1月5日（水）
火 曜。 金曜コース ■

内科･外科
小児科は午
後5時まで

我孫子
聖仁会病院

12･31

(金）
湖北台4-6-1
(88)3111V

◎
柏
保
健
所

年
末
は
哩
月
詔
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
４
日
か
ら
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
槌
味
健
所
云
（
師
）

１
２
５
５

．
手
黄
沼
親
水
広
場

年
末
は
狸
月
妬
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
蛮
沼
親
水
広

場
霊
（
理
０
５
５
５

て
く
だ
さ
い
。
修
繕
費
は
有
料
と

な
り
ま
す
。

我孫子
東邦病院県

の
施
設

我孫子1851-1
(82)8166

1．1

(土）
内科･外科

12月23日(祝)の家庭ゴミ収集は、
月曜．木曜コースの地域を特別収

集いたします。

問い合わせクリーンセンター竃(87)0015

布佐2195
(89)1111

1．2

(日）
平和台病院 内科･外科

’ ’’ つくし野131-1
(84)2211［

我孫子
つくし野病院

1．3

(月）'’ 内科･外科

下総基地 米軍 機 使 用 絶 対反対の

12月29日(水）
月曜。木曜コース

12月30日(木）
火曜。金曜コース

1月4日(火）
月曜。木曜コース
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）定資産税 が 減 額 さ れ ま す

家屋を新増築された方、

私道の所有者は申告を
鬮圓

平
成
６
年
１
月
躯
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

家
屋
を
新
増

築
し
た
方

平
成
５
年
中
に
家
屋
（
専
用
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
で
住
宅
の
部

分
が
４
分
の
１
以
上
の
も
、
を
、

新
・
増
築
さ
れ
た
方
で
課
税
課
の

■
●
●
●
●
句
●
●
●
●
●
●
●

行
う
家
屋
調
査
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
期
限
ま
で
に
住
宅
用
地
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
住
宅
用

地
と
し
て
認
定
さ
れ
、
土
地
の
課

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
住
宅
用
地
と
は
人
が
住
む
た
め

の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
で
、

そ
の
住
宅
の
床
面
糠
の
加
倍
ま
で

の
住
宅
敷
地
で
す
。
デ
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
含
み
ま
す
）

▼
該
当
者
＊
自
分
の
土
地
に
住

宅
を
新
築
し
た
方
（
貸
家
等
を
含

み
ま
す
）
＊
貸
地
に
住
宅
が
建

－－‐‐一

｢国際交流まつり'93」に出演した「アミーゴス」のみなさん

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
は
、
設
立
１
周
年
を

記
念
し
て
「
あ
び
こ
国
際
ま
つ
り

“
」
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
、
世
紀
を
担
う
若
い

人
た
ち
の
視
点
か
ら
、
今
後
の
国

際
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。カ

ン
ボ
ジ
ア
で
、
国
連
選
挙
監

視
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
中
田

曉
僅
氏
雪
時
お
歳
）
が
殉
職
し

た
事
件
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

た
け
ひ
と

講
師
を
務
め
る
中
田
武
仁
氏
は

築
さ
れ
た
土
地
所
有
者

▼
申
告
方
法
申
告
用
紙
（
市
役

所
課
税
課
に
用
意
）
に
必
要
亭
項

を
記
入
し
箒
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

私
道
を
所
有

し
て
い
る
方

土
地
を
私
道
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
道
路
の
利
用
状

況
等
に
よ
り
固
定
査
産
税
の
減
額

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
私
道
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
減
額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

私
道
の
要
件
＊
公
道
か
ら
公
道

へ
通
り
抜
け
の
で
き
る
私
道
（
建

築
基
準
法
に
よ
り
公
道
か
ら
後
退

し
た
部
分
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、

公
道
に
準
ず
る
扱
い
と
な
り
、
減

額
の
対
象
に
な
り
ま
す
）
。

講
演
会

あ
つ
ひ
と

厚
仁
氏
の
父
で
、
ご
子
息
の
遺
志

を
引
き
継
ぎ
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
と
国
際
貢
献
を
目

的
に
識
演
な
ど
幅
広
い
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
う
し
た
活
動
で
の
体

験
に
基
づ
き
、
量
重
な
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
演
題
息
子
の
夢
へ
一
歩
（
世

界
の
中
の
日
本
）

▼
時
間
午
後
１
時
か
ら
２
時
如

分
ま
で

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
・
作
品
発
表

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
設
立
１
周
年
を
記
念

し
て
募
集
し
た
小
・
中
学
生
の
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
の
表
彰
と

作
品
発
表
を
行
い
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
率
直
な
意
見
や

感
想
文
か
ら
、
今
後
の
国
際
交
流

の
あ
り
方
や
我
孫
子
を
訪
ず
れ
る

外
国
人
と
の
接
し
方
を
考
え
て
み

＊
袋
路
の
私
道
に
つ
い
て
は
利
用

状
況
（
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
以
上

で
通
行
制
限
が
な
く
、
原
則
と

し
て
４
戸
以
上
で
利
用
し
て
い
る

も
、
に
よ
り
減
額
し
ま
す
。

▼
減
額
実
施
時
期
平
成
６
年
度

課
税
分
か
ら

▼
該
当
者
現
に
私
道
と
し
て
利

用
し
て
い
る
土
地
の
所
有
者
（
共

有
者
も
含
み
ま
す
）

▼
申
告
方
法
申
告
書
（
市
役
所

課
税
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
私
道
の
面
識
が
わ
か
る

公
図
の
写
し
ま
た
は
測
量
図
を
添

付
し
壱
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

園
申
告
期
限
い
ず
れ
も
平
成
６

年
１
月
型
日
（
金
）
ま
で

画
申
告
書
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ

課
税
課
土
地
調
査
係
套
弱
）
１
１

１
１
内
線
３
３
９

ま
せ
ん
か
。

▼
時
間
午
後
２
時
釦
分
か
ら
３

時
加
分
ま
で

外
国
人
と
小
。
中
学
生

に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

市
内
在
住
の
外
国
人
と
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
小
・
中
学

生
た
ち
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

特
に
テ
ー
マ
は
決
め
ず
、
広
く

国
際
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
午
後
３
時
別
分
か
ら
４

時
加
分
ま
で

外
国
人
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
展
示

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
で
は
、
市
内
在
住
外

国
人
を
対
象
に
、
我
孫
子
で
生
活

し
て
い
て
困
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ま

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
平
成

６
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
所

在
す
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
申
告
期
限
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
な
く
し
て
申
告
を

し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
地
方
税
法
や
市
条

例
に
よ
り
過
料
を
科
き
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

償
却
安
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ

償
却
資
産
の
申
告
を

申
告
期
間
は
平
成
６
年
１
月
４
日
（
火
）
か
ら
訓
日
（
月
）

と
が
で
き
る
安
産
（
鉱
業
権
、
漁

業
権
、
特
許
権
、
そ
の
他
の
無
形

減
価
償
却
査
産
を
除
く
）
で
、
そ

の
減
価
俊
却
額
ま
た
は
減
価
償
却

費
が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法

の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
損

金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ

れ
る
も
の
含
れ
に
類
す
る
査
産

で
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
を
課
さ

れ
な
い
方
が
所
有
す
る
も
の
を
含

む
）
を
い
い
ま
す
。

平
成
５
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方

（
５
年
度
中
に
新
た
に
事
業
を
始

と
め
て
パ
ネ
ル
展
示
し
ま
す
。
今

後
の
国
際
交
流
の
あ
り
方
を
考
え

る
査
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ

交
流
パ
Ｉ
テ
ィ
ー

外
国
か
ら
来
た
人
と
ひ
ざ
を
交

え
て
歓
談
し
、
国
際
感
覚
と
国
際

め
ら
れ
た
方
を
含
む
）
に
住
申

告
書
を
狸
月
中
旬
に
送
付
し
て
い

ま
す
。申

告
書
が
送
ら
れ
て
こ
な
か
っ

た
り
、
用
紙
が
不
足
し
た
場
合
、

ま
た
は
申
告
等
に
不
明
な
点
が
あ

る
場
合
に
は
市
役
所
課
税
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
期
間
平
成
６
年
１
月
４

日
（
火
）
か
ら
錘
日
（
月
）
ま
で

▼
申
告
書
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ

課
税
課
家
屋
調
査
係
垂
露
）
１
１

１
１
内
線
３
３
６

囮
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
国
際

▼
時
間
午
後
５
時
か
ら
６
時
釦

な
お
、
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の

l｢

|I

第
３
回
「
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い

清
掃
」
趨
理
月
５
日
（
且
、

青
年
会
議
所
、
ふ
れ
あ
い
手
壷

沼
の
会
、
ク
リ
ー
ン
手
蛮
沼
推

進
協
議
会
、
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
、

歩
こ
う
会
、
野
鳥
を
守
る
会
の

協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
「
｜
人
ひ
と
り
の
力

綱
柵
な
ど
５
０
０
人
が
参
加

熱演に惜しみ

ない拍手が

第14回郷土芸能祭

第
３
回
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃

狸
月
５
日
（
且
、
湖
北
地
区
公

民
館
で
「
第
哩
回
郷
土
芸
能
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
郷
土
芸
能
祭
は
、
市
内
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
と
日

本
古
来
か
ら
伝
わ
る
お
難
子
を
存

続
さ
せ
る
た
め
に
、
昭
和
弘
年
か

ら
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

今
回
は
、
「
あ
び
こ
ふ
る
さ
と

か
い

会
」
や
「
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
」
「
古
戸

は
や
し
連
中
」
を
は
じ
め
「
湖
北

小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ
ブ
」
が
初

め
て
参
加
。
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
た
皆
さ
ん
に
、
会

・
場
に
詰
め
か
け
た
家
族
連
れ
な

ど
や
延
べ
４
５
０
人
の
観
客
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
５
月
に
結
成

し
た
ば
か
り
の
湖
北
小
郷
土
芸

能
ク
ラ
ブ
の
演
技
を
見
て
、
あ

び
こ
ふ
る
さ
と
会
の
子
ど
も
た

ち
は
、
「
い
い
ラ
イ
バ
ル
が
で

き
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

で
き
れ
い
な
手
震
沼
へ
」
を
テ
ー

マ
に
、
か
つ
て
の
美
し
い
手
賀
沼

を
取
り
戻
そ
う
と
実
施
し
た
も

の
。
当
日
は
、
快
晴
の
な
か
、
協

力
団
体
を
は
じ
め
、
親
子
連
れ
な

ど
約
５
０
０
人
が
参
加
。

午
前
９
時
か
ら
手
寅
沼
公
園
多

目
的
広
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
、

大
井
市
長
は
、
「
沼
の
浄
化
」

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
情
婦
活

動
に
参
加
。
わ
ず
か
１
時
間
の

間
に
、
空
き
カ
ン
・
ピ
ン
・
不

燃
物
等
の
ゴ
ミ
約
１
２
０
０
キ

ロ
グ
ラ
ム
を
回
収
。
清
掃
後
は
、

ジ
ヤ
ン
ケ
ン
大
会
や
手
蛮
沼
船

上
遊
覧
な
ど
も
行
わ
れ
、
手
賓

沼
の
浄
化
へ
の
意
蹴
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

唖』璋繋

Ｉ
：
あ
び
こ
国
際
交
流
ま
つ
り
Ⅷ

Ｄ
ｑ
９
印
ｒ

』『環境年報

成完が

＝希望者に無料配布中＝

市
で
は
、
市
内
に
お
け
る

環
境
の
現
状
と
対
策
を
ま
と

め
た
環
境
年
報
Ｉ
平
成
４
年

版
（
写
真
・
Ｂ
５
判
２
１
０

ペ
Ｉ
ど
を
作
成
し
ま
し
た
。

平
成
４
年
度
二
部
３
年

度
）
の
手
寅
沼
や
古
利
根
沼
、

地
下
水
等
の
水
賞
状
況
を
は

じ
め
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
振

動
地
盤
沈
下
、
悪
臭
、
土
壊

汚
染
な
ど
、
代
表
的
な
７
種
類

の
環
境
の
ほ
か
、
広
く
地
球
環

境
の
問
題
に
も
ふ
れ
、
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

こ
の
年
報
を
、
希
望
さ
れ
る

方
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
場
所
。
問
い
合
わ
せ
一

環
境
保
全
課
公
害
対
策
係
霊
一

鯨
）
１
１
１
１
内
線
５
６
９

あびこあれこれ
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隠
艦
剛
中
学
女
子
Ｂ
ｏ
ｏ
ｍ
で
日
本
一
《や

「
み
ん
な
と
練
習
し
た
後
の
充
決
勝
で
は
、
陸
上
部
顧
問
杉
森
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
と
か
ら
、
先
生
の
勧
め
で
長
距
》

実
感
が
た
ま
ら
な
い
」
と
目
を
輝
先
生
の
「
先
頭
集
団
に
難
さ
れ
な
勝
て
て
う
れ
し
い
」
と
は
に
か
ん
難
に
転
向
し
た
。
幸

毎
日
の
練
習
は
朝
７
時
か
ら
》

か
せ
る
。
第
加
回
全
日
本
中
学
校
い
よ
う
に
し
て
最
後
で
勝
負
を
」
だ
笑
顔
を
見
せ
る
。

陸
上
鍾
技
選
手
権
大
会
の
女
子
８
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
先
行
す
る
陸
上
を
始
め
た
の
は
小
学
校
４
と
放
課
後
２
時
間
。
ジ
ョ
ギ
ン
》

０
０
メ
ー
ト
ル
で
日
本
一
に
輝
い
選
手
を
マ
ー
ク
し
、
ラ
ス
ト
沌
〆
年
生
の
時
。
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
グ
な
ど
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
『
》

た
白
山
中
学
校
３
年
生
橋
本
美
－
ト
ル
で
す
べ
て
を
賭
け
て
ス
パ
陸
上
の
部
活
に
入
っ
た
。
中
学
校
日
替
り
で
持
久
力
ア
ッ
プ
の
や

紀
さ
ん
。
－
ト
。
追
い
す
が
る
３
人
を
抑
え
１
年
生
ま
で
は
短
距
離
を
や
っ
て
た
め
の
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
》

８
月
”
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
の
て
一
位
で
ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
。
い
た
が
、
比
較
的
小
柄
だ
っ
た
こ
ス
ピ
ー
ド
を
つ
け
る
た
め
の
１
幸

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
記
念
陸
上
競
「
日
本
一
に
な
っ
た
と
い
う
実
と
や
、
持
久
走
で
も
速
か
っ
た
こ
０
０
０
メ
ー
ト
ル
３
本
、
２
０
》

支
易
で
一
丁
っ
Ｌ
ご
司
上
誉
一
一
土
、
Ｊ
ｊ
ｆ
Ｉ
、
し
２
に
』
ご
』
｜
・
賃
卜
。
や

技
場
で
行
わ
れ
た
同
大
会
に
は
、

全
国
か
ら
標
準
記
録
（
２
分
ｍ
秒

５
）
を
突
破
し
た
強
豪
認
名
が
出

場
。
予
選
・
準
決
勝
を
行
い
、
見

事
に
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

『
予
選
で
は
２
回
、
８
０
０
メ

ー
ト
ル
を
走
る
の
で
、
レ
ー
ス
展

開
を
見
な
が
ら
、
決
勝
に
進
め
る

３
位
以
内
に
入
る
こ
と
だ
け
を
考

え
て
走
り
ま
し
た
」

ﾄﾗﾌﾙが目立ちます［蝋．

電話による削鯛鴫講座の勧誘

最
近
、
電
話
を
使
い
様
々
な
商

品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
勧
誘
が

活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

関
係
し
た
相
談
が
非
常
に
増
え
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
変
格
取
得
識

座
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

「
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」
「
査

格
が
あ
れ
ば
職
場
で
有
利
」
と
勧

誘
し
、
「
今
日
が
締
切
日
」
と
契

約
を
急
が
せ
た
り
、
断
る
つ
も
り

で
「
い
い
で
す
」
「
結
織
で
す
」

と
言
っ
た
の
に
、
受
誰
を
承
諾
し

》
画

h

た
と
受
け
取
ら
れ
何
十
万
円
も
請

求
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

電
話
に
よ
る
取
り
引
き
は
、
契

約
書
な
ど
の
書
面
を
交
付
す
る
義

務
も
な
く
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
い
っ
た
ん
契
約
を
す
る
と
解

約
は
困
難
で
す
。
必
要
が
な
い
時

は
、
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き

り
と
断
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に

関
し
て
、
市
で
は
消
費
生
活
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◎
消
費
生
活
相
談

▼
日
時
毎
週
水
曜
日
、
第
１
・

第
３
月
曜
日
午
前
、
時
か
ら
午
後

３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階
市

民
相
談
室

※
こ
の
日
以
外
で
も
市
民
生
活
課

壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９
で

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

第20回全日本中学校陸上競技選

手権大会女子800メートルで優勝
は しもとみき

橋本美紀さん
（白山）

烏
の
博
物
館
で
は
、
第
過
回
企

画
展
「
鳥
の
形
と
く
ら
し
Ｉ
」
を

開
催
中
で
す
。

え
さ

テ
ー
マ
は
「
餌
と
く
ち
ば
し
」
。

鳥
類
の
く
ち
ば
し
は
、
そ
の
主

／ 、０
０
メ
ー
ト
ル
２
本
を
こ
な
丈
》

毎
日
こ
つ
こ
つ
と
練
習
す
る
こ
》

と
奉
罎
函
を
”
卵
娠
艫
碇
鱒
本
一

姉
屋
銅
替
却
葬
壁
郁
碑
毒
璋
鍛
》

習
を
続
け
る
。

「
高
校
で
も
陸
上
を
続
け
、
駅

伝
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た

ど
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
。

年末･年始は

お子さんとのふれ合いを

烏
の
博
物
館
第
噛
圃
企
画
展

『
島
の
形
と
く
ら
し
工
』
好
評
開
催
中

家庭児童相談室だより

食
と
す
る
餌
に
対
応
し
て
、
様
々

な
形
を
し
て
い
ま
す
。

木
の
実
を
割
る
た
め
に
、
ぶ
厚

い
く
ち
ば
し
を
持
つ
イ
ス
カ
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
こ
し
て
食
べ
る
た

間
も
な
く
冬
休
み
。
何
か
と
せ

わ
し
な
い
年
末
・
年
始
は
子
ど
も

た
ち
の
心
も
う
わ
つ
き
が
ち
で
す
。

親
子
の
ふ
れ
合
い
を
心
掛
け
、
子

ど
も
た
ち
の
心
の
変
化
を
感
じ
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

．
ま
た
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
分
担
さ
せ
「
あ
り
が
と

う
」
の
ね
ぎ
ら
い
と
、
「
よ
く
で

き
た
ね
」
な
ど
の
ほ
め
言
葉
を
か

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は

ほ
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
ち

’犬
・
猫
を
飼
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
は
、
責
任
を
持
っ
て
面
倒

を
み
ま
し
ょ
う
。

年
末
・
年
飴
の
捕
獲
・
引
き

取
り
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
不
要
犬
。
猫
引
き
取
り

弐
・
掴
陰
函
し
く
飼
い
患
し
よ
う

●

▼
市
役
所
本
館
守
衛
室
（
毎
週
木

曜
日
午
前
中
の
み
）

年
末
：
璽
月
姻
日
（
木
）
ま
で

年
始
・
・
１
月
６
日
（
木
）
か
ら

▼
県
動
物
愛
謹
セ
ン
タ
ー
〈
沼
南

町
霊
（
帥
）
０
０
５
０
〉

め
、
巾
広
い
く
ち
ば
し
の
ハ
シ
ビ

ロ
ガ
モ
な
ど
、
千
差
万
別
。

そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
と
、
そ
の
餌
の

関
係
を
中
心
に
企
画
展
を
構
成
し

ま
し
た
。

Ｉ
弱
種
類
の
実
物
標
本
で
は
、

》
一
一
一

１
種
類
の
烏
に
つ
い
て
、
特
徴
．

昨
餌
の
取
り
方
を
画
面
で
紹
介
。

ま
す
。家

族
児
童
相
談
室
で
は
、
育

児
で
お
悩
み
の
方
の
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
毎
週
月
曜
日
か
ら

金
蝿
日
午
前
、
時
か
ら
午
後
４

時
、
た
だ
し
祝
日
は
除
く

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
児
童

保
育
課
家
庭
児
童
相
談
室

壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
５
２

ノ、

年
末
・
・
・
狸
月
型
日
（
金
）
ま
で

年
始
…
１
月
５
日
（
水
）
か
ら

◎
捕
獲
業
務

柏
保
健
所
壷
（
師
）
１
２
５
５

年
末
：
璽
月
即
日
（
月
）
ま
で

年
始
。
：
１
月
５
日
（
水
）
か
ら

~アー‐画
面
の
指
示
に
従
っ
て
操
作
す
れ

ば
、
誰
に
で
も
簡
単
に
情
報
が
呼

び
出
せ
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
に

も
大
変
好
評
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
企
画
展
の
内
容

を
、
多
数
の
写
真
と
イ
ラ
ス
ト
で

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
「
企
画

展
ガ
イ
ド
」
も
好
評
発
売
中
。

企
画
展
は
、
来
年
２
月
幻
日
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館

壷
（
弱
）
２
２
１
２

〆

が /-°あびこ｡一、到

一

戸

ｒ
一

’ 『

』
一

ノ

原
野
、
川
岸
、
土
手
な
ど
で
ク
る
。

．
を
よ
く
見
掛
け
る
。

果
実
は
楕
円
形
で
つ
や
が
あ

ク
コ
は
落
葉
低
木
で
、
細
長
い
り
、
は
じ
め
は
緑
色
だ
が
熟
す

茎
が
幾
本
も
出
て
株
立
ち
に
な
り
、
と
赤
く
な
る
。

つ
る
状
に
伸
び
た
茎
に
は
縦
に
走
若
芽
や
栞
は
食
用
に
な
り
、

る
筋
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
と
げ
状
摘
ん
で
お
ひ
た
し
、
汁
の
実
、

に
変
化
し
た
小
枝
も
あ
る
。
て
ん
ぷ
ら
な
ど
に
し
た
り
、
ご

花
期
は
八
月
か
ら
十
一
月
で
、
飯
に
混
ぜ
て
ク
コ
飯
に
す
る
こ

葉
の
わ
き
に
淡
紫
色
の
花
を
つ
け
と
も
で
き
る
。

「
春
ふ
か
き
こ
の
崖
下
に
移

ざ
一

り
来
て
く
こ
の
芽
立
ち
を
つ

み
に
け
る
か
も
」
土
屋
文
明

．
榊

ク
帷
が
溌
飛
謬
嘉
学
、

と
動
脈
硬
化
の
予
防
に
な
る
と

一
↓
《
句
⑧
い
、
フ
。

’
（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

三
鵬

て
深

し
を

繩
湖

繩
一
一
一

パリ｢木の十字架コンサート
少年合 唱団」

、
月
詔
日
（
且
、
市
民
会
館
で

パ
リ
「
木
の
十
字
架
少
年
合
唱
団
」

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
我
孫

子
第
四
小
学
校
合
唱
部
が
賛
助
出

演
し
ま
し
た
。

パ
リ
木
の
十
字
架
合
唱
団
は
９

歳
か
ら
哩
歳
ま
で
の
少
年
、
わ
ず

か
型
名
の
編
成
で
し
た
が
、
時
に

は
ホ
ー
ル
全
体
に
響
き
渡
る
よ
う

な
迫
力
で
聴
衆
を
圧
倒
。
ボ
ー
イ

ソ
プ
ラ
ノ
の
澄
き
通
る
よ
う
な
美

し
さ
で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

あ
り
か
わ

四
小
合
唱
部
ｎ
名
も
、
蟻
川
先

生
の
指
揮
に
よ
り
、
各
パ
ー
ト
が

調
和
し
た
美
し
い
歌
声
を
披
露
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
両
合
唱
団
が

い
っ
し
ょ
に
、
日
本
語
で
「
き
よ

し
こ
の
夜
」
を
合
唱
。
終
演
後
の

交
流
会
で
四
小
の
子
ど
も
た
ち
が

手
作
り
の
人
形
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
な
ど
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
合
唱
を
通
じ
て
の

国
際
交
流
事
業
に
対
し
て
（
財
）
三

井
海
上
文
化
財
団
か
ら
助
成
金
卵

万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

、
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■■ すずきさ

鈴木竹
（湖北台．

や

香ちゃん
1歳7か月）

平成6年7月21日から8月31日

までの利用申し込みの受付方法は、

次のとおりです。

◎小中学校、スポーツ少年団、子

育連加盟の子ども会等とその指導

者研修の宿泊利用は、利用日の6

か月前から1か月前まで受付

◎高校、大学、成人、家族、自主

グループ等の宿泊利用は、利用日

の2か月前から1か月前まで受付

し申し込み・問い合わせ受付日

の午前9時から午後5時まで、直

接窓□または電話で県立手賀の丘

少年自然の家云(91)1923へ

ー?■■

可
牛乳の紙容器（パック、キャッ

プに限る）を使って、素敵な作品

を作ってください｡テーマは自由。

シ対象幼稚園、小学生低学年、

小学生高学年、中・高校生、一般

し規格45cm×65dn前後、台紙は

ベニヤ板、厚紙などを使用する

し応募期限平成6年2月15日

し応募方法・問い合わせ作品裏

面に作品名、住所、氏名（グルー

プ名)、年齢､学年(職業)、電話番

号を明記した用紙をはり､〒260干

葉市中央区千葉港4の3、千葉県

酪麗農業協同組合連合会「はり絵

コンテスト」係云043(243)1311

こ
や
か
ち
や
ん

や

■旧■

’
川の水は人間だけでなく、そこ

にすむ魚や生物にとっても大切な

ものです。そこで、油がたくさん

浮いていたり、変な臭いがするな

ど川の異状を感じたら、市役所へ

すぐにご連絡ください。

し連絡先環境保全課公害対策係

壷(85)1111内線569

’ ⑬⑤⑨圃慰
国 国國哩

▼社会福祉事業基金にと我孫子市

アイダンスサークル交流会様から

7万7622円、芝原旅行会様から2

万円、レコード・楽器あつぶる様

から2万円の寄付がありました。

▼我孫子市北部地域文化祭実行委

員会様から緑の基金へ2万2040円

の寄付がありました。

▼日暮房夫様(台田)から西部福祉

センターにカラオケ機器の寄贈が

ありました。

▼我孫子市商工会婦人部様から福

祉のためにと社会福祉協議会へ3

万8000円の寄付がありました。

’
し日程平成6年1月28日(金)か

ら31日（月）

し場所群馬県岩鞍スキー場

し集合平成6年1月28日(金)午

後8時30分、市役所本館玄関前

〔雇誕雲場がありませんので、車で

のお越しはご遠慮ください）

し定員40名(先着順）

し参加費3万9000円

惨申し込みハガキに住所､氏名、

年齢､性別、電話番号、スキー歴、

「1月講習会希望｣を明記し、緑2

の3の26渡辺方、我孫子スキーク

ラブ事務局へ

し問い合わせ市村念(85)0016

日の間|こ、新聞折り込みで配布し

ます。配布漏れがあった場合は、

市役所本獄う民課窓□、支所、行

政連絡所に用意してありますので

ご利用ください。

伝問い合わせ公園緑地課

東葛中部地区総合開発事務組合

では、組合豆伝染病隔離病舎に勤

務する看護婦を募集します。

戸受験資格昭和29年4月2日か

ら昭和49年4月1日生まれの高校

卒業以上で看護婦(准看護婦含む）

の資格をもつ方

傷採用予定者1名

し受付期間平成6年2月1日か

ら15日までの午前9時から午後5

時(土・日曜日・祝日を除く）

蕪受験手続き、試験日など詳しく

は同事務組合冠(64)5251へ
L一一一

分（22日は午後1時から、26日は

午後7時まで）

し場所柏市中央公民館

惨問い合わせ「2万4千人の瞳」

実行委員会事務局壷(43)4271
6

’
｜

’

’ ’伝期間12月11日(土)から平成6

年3月31日(木)まで(入館無料）

し休館日月曜日、12月26日から

平成6年1月4日、3月22日

惨場所・問い合わせ県立大利根

博物館(佐原市)壷0478(56)0101

砲圓亀（
’

|澪難聲窯睾自黙
時30分

し場所市民体育館

少種目団体のダブルス（チーム

編成は当日抽選で決定）

少参加責格市内在住の方

し参加費1人600円

し申し込み・問い合わせ現金書

留で住所、氏名、電話番号、大会

名、団体名を明記し、参加費を同

封の上、平成6年1月15日（祝．

l峰）までにつくし野7の25の15

小沢登志子盃(82)5733へ

アンデルセンの名作｢人魚姫」

のミュージカルです。ご家族で

ぜひお楽しみください。

シ日時12月19日（日）第1回

…午前10時開演、第2回…午後

1時30分開演

伝入場料1000円(全席自由)、

親子券1800円(親子2名分）

薑

q

ｌ
Ｌ

経験豊かで個性的な音楽家た

ちの美しいアンサンブルとソプ

ラノを十分にお楽しみください。

シ日時平成6年1月30日(日）

開場午後1時、開演2時

し出演ウィーン・シュトラウ

ス・フェスティヴァル・オーケ

ストラ、塩田美奈子(ソプラノ）

し指揮ヴイリー･ビユツヒラー

レ演奏曲目ヨハン・シュトラ

ウス||世「こうもり序曲｣、「ウ

ィーンの森の物語｣、r美しき青

きドナウ」ほか

し入場料S席6500円･A席55

00円(以上指定席)、B席4500円

(自由席）

’

着25名まで)、アトラクション(舞画入場券発売所平賀書店、ミリオン楽器我孫子店（冬休み劇場

踊、大正琴、手品ほか)、生バンﾄミミュージカルr人魚姫」の券は扱いません)、ブックススズキ、石

によるダンスタイム（モダン、ラ川舂光堂、あびこサービスセンター、レコードあつぶる、ポピー、

テン、ディスコ）など市民会館内売店ひろがり、図書館湖北台･布佐分館、中央公民館、

シ参加費500円（抽選券付き）柏そごう、柏高島屋、取手とうきゅう

し申し込み．問い合わせ電話で園問い合わせ教育委員会社会教育課文化係金(85)1151

社会福祉協議＝（85)5233へ

職 〃

、

’ 醤
一

手賀の丘少年自然の家から牛乳縮器｢はり儲ｺﾝﾃｽﾄ」
市議会定例会日程

平成5年第4回市議会定例

会は、12月7日(火)に開会し

ました。12月16日(木)以降の

日程をお知らせします。

◎12月16日（木）総務企画常

任委員会、環境経済常任委員

会

◎12月17日（金）文教民生常

任委員会、都市建設常任委員

会

◎12月20日（月）議会運営委

員会、委員長報告、討論、採

決、閉会

惨問い合わせ議会事務局

平成5年12月1日現在＊世帯数41,246世帯
人口123,517人男61,958人女61,559人

●市役所本庁85-1111○市民図書館本館84-1110湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館891311
●湖北台支所88-0828移動図書館87-0909
●湖北支所88-2111○都市改造事務所85-1171

●布佐支所89-2358○身体障害者福祉センター88-0141

●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84-0111●つつじ荘88-0123

心肖防署84-0119○西部福祉センター85-5818

●少年センター84-1900○生活環境課(浄化槽）87-2379
、保健センター87-1131（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

１
５

１
１
３
５
３
０

－
－

４
２
８
８

館
央

会
申

民
霊

市
公

●
○

○近隣センター布佐南89-3740

天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433○市民センター寿83-7722湖北

●馬の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193

●市民体育館87-1155 布佐ステーションホール89-5800

川の水を大切に
平臥
6年度国立剛順学梗生徒

おもちゃ図書館
rボランティア研修会」

｢2万4千人‘ 首｣写真展

門松カード配布ｽｷー 講習会｡級別ﾃｽﾄ
東葛中部地区総合
開発事務組合職員

県立大利榔
｢利根川

i品展
可船」

日曜当番医･1週間の行事

テレホンサービス冠(85)1313

Zろ④ 燕論議謹紹鵜蒜(而民謹内)9:州,:3，
画市民図密館休館可つつじ荘休館
‐西部福祉センター休館

27月

28火

29水

30木

51金

限期
館

識
跡
率

翻
蝿
じ

第
の
つ

税
鳥
つ
館

画
》
ず
休

計
一

市
館
館
夕謬

資
図
体
福

定
民
民
部

固
市
市
西

画
一
》
》 、

燕灘蕊
毎つつじ荘休館…西部掲祉センター休館

鶉蕊蕊燕糧識熱唱謡翻蝋
毎西部福祉センター休館”市民体育館休館

》
ず
す
ず
》

》
》
ず
一
画

軍法律相醗＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
－健康相駿＝つつじ荘11:00～12:00

豆税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
画酒害相談＝保健センター13:30～15:30

金少年の日
雪市役所閉庁 (一部の施設は除く）

一室庭の日
＝R躍当審医＝テレホンサービス
雪休日裁急固科診園日=休日救急歯科診溺所(市民会園勾)9畑~11:30
－結婚相醗＝寿市民センター10:00～14:00

一心配ごと
－消費生壼

瀬

相
相

談＝寿市民センター9:00～15:00
鱗＝市民相談室10:00～15:00

民函露頭休館…つつじ荘休館
の博物館休館〃西部福祉センター休館

毎法律相戯＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

軍消費生活相醗＝市民相談室10:00～15:00
＝水道料金納入期限＝口座振蓄円

豆馬の博物館休館

毎市役所閉庁（一部の施設は除く〕

－日曜当番医＝テレホンサービス
〃休日載急歯科診蚕日=休日救急鱗1診蛎柿民会館内)9m~11:30

春季市民親善卓球大会
冬休み劇場ミュージカル「人魚姫」
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